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英語 

 

Ⅰ 

多岐選択問題。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ基本的文法・構文・語彙の修得度の測定に

ある。 

 

Ⅱ 

多岐選択問題。会話文を用いた読解問題である。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ日常会

話表現を理解・活用する力、および会話の流れを論理的に把握する力の測定にある。 

 

Ⅲ 

多岐選択問題。長文を用いた読解問題であり、高校卒業までの学習内容で十分に対応可能で

ある。出題の意図は、文脈を捉え、論理的な思考に基づいて内容を理解する力の測定にある。 

 

Ⅳ 

Ａ：記述式の英作文問題。出題の意図は、短い口語的な日本文の内容を的確に英文に置き替え

る力（表現力）の測定にある。 

 

Ｂ：記述式かつ空所補充形式の英作文問題。出題の意図は、基本的語彙・文法・構文を活用する

力の測定にある。 

 

  



国語 

 

大問Ⅰの本文は菊池暁『民俗学入門』。現代語に関する基礎的知識を問いながら、一定の分量

の現代文の読解力を測った。 

大問Ⅱの本文は『十訓抄』。基礎的な古典語知識を問いながら、一定の分量の古典語文の読解

力を測った。 

  



日本史 

 

Ⅰ 

古代の文章問題で、水稲耕作の開始から邪馬台国の成立までの文章を提示した。金属器や墓

制の変化、中国の歴史書の日本列島の小国の分立や交流の記述の内容について問い、クニの

形成の過程や代表的な遺跡について、正しく理解しているか問うている。 

 

Ⅱ 

古代から中世における茶と喫茶に関する文章を提示した。茶の伝来と普及、茶の湯の成立に

関連する文化や社会の変化について、時系列として正しく理解しているか問い、関連する人物

や建築文化についても問うている。 

 

Ⅲ 

近世の文章問題で、享保改革についての文章を提示している。上米令や新田開発、米価引き上

げ、通貨政策、薬種の国産化などの政策とその背景について理解しているか問うている。また

上米令については史料を提示し、史料の読解能力についても問うている。 

 

Ⅳ 

明治時代において近代化に貢献したいわゆるお雇い外国人に関する４つの文章を提示した文

章題である。各人の業績だけでなく、その背景にある近代の政治や文化について正しく理解し

ているか、問うている。 

  



世界史 

 

Ⅰ 

現代の西ヨーロッパ国家のもととなったフランク王国の分裂から初期フランス王国とフランス

王の事績、イングランド王との関係について選択式で問う問題。中世フランス王権の伸張の事

績を軸に基本的事項の理解を確認する問題とした。 

 

Ⅱ 

大交易時代および帝国主義の時期に進んだヨーロッパによる植民地化の実態について、国際

関係や具体的な制度の点から理解しているか問う。 

 

Ⅲ 

前 3 世紀から 5 世紀の東ユーラシアにおける遊牧民と中華王朝との関係について、教科書に

記載されている基本事項をきちんと整理して理解しているかを問う問題。 

 

Ⅳ 

アヘン戦争を契機とした西洋列強のアジア進出とそれにともなう中国国内の混乱をとおして、

19 世紀中期からの西洋列強のアジア進出およびそれによる中国の近代化の動きを問題にし

た。 

 

  



政治経済 

 

Ⅰ 

米国と中国の政治体制の仕組みとその相違について基本的な知識を問う。 

 

Ⅱ 

資本主義経済と社会主義経済の仕組みとその発展段階について基本的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

欧州における地域統合の形成過程とその課題について基本的な知識を問う。 

 

Ⅳ 

選挙権の歴史的な変遷について基本的な知識を問う。 

 

  



数学 

 

１ 数学 I(図形と計量)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

２ 指数と対数の範囲の知識と計算力をみる． 

 

３ 解と係数の関係の範囲の知識と計算力をみる． 

 

４ 数学 I(数と式)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

 


